コウド　セイチョウ　ノ　ヒカク　ケイザイ　シ　テキ　コウサツ　センゴ　ニホン　ノ　コウド　セイチョウ　オ　チュウシン　ニ by 金子, 晋右 et al.
「高度成長の比較経済史的考察：
戦後日本の高度成長を中心に」














































































































































































































































































































































Ａ‐2 規制緩和 ◯ ◯ ◯
ケースＢ：
可処分所得増加政策
Ｂ‐1 貨幣流通量増加 ◯ ◯
Ｂ‐2 財政支出拡大 ◯ ◯
Ｂ‐3 大衆軽税政策 ◯ ◯ ◯ ◯
Ｂ‐4 貧困解消 ◯ ◯ ◯
ケースＣ：
人口増加政策
Ｃ‐1 死亡率低下 ◯ ◯ ◯ ◯


























































































































































































































































































































































































Ａ‐1 自由貿易 ◯ 岸内閣以降大幅自由化
Ａ‐2 規制緩和 ◯ 経済安定本部解消（52年）
ケースＢ：
可処分所得増加政策
Ｂ‐1 貨幣流通量増加 ◯ 60年代に5倍に増加
Ｂ‐2 財政支出拡大 ◯ 60年代に5倍に増加
Ｂ‐3 大衆軽税政策 ◯ 石橋内閣以降顕著に
Ｂ‐4 貧困解消 ◯ 鳩山内閣以降顕著に
ケースＣ：
人口増加政策
Ｃ‐1 死亡率低下 ◯ 人口2000万人増加

















































































Ａ‐2 規制緩和 × 規制付け替え
ケースＢ：
可処分所得増加政策
Ｂ‐1 貨幣流通量増加 × 大部分の時期は不充分
Ｂ‐2 財政支出拡大 △
Ｂ‐3 大衆軽税政策 × 89年消費税，98年消費増税
Ｂ‐4 貧困解消 × 99年，04年派遣法改悪で貧困増加
ケースＣ：
人口増加政策
Ｃ‐1 死亡率低下 × 高齢化により増加






Ａ‐1 自由貿易 ？ TPPの実態はまだ不明
Ａ‐2 規制緩和 ×？ また規制付け替えか？
ケースＢ：
可処分所得増加政策
Ｂ‐1 貨幣流通量増加 ◯ 第一の矢
Ｂ‐2 財政支出拡大 ◯ 第二の矢
Ｂ‐3 大衆軽税政策 × 2014年4月消費増税
Ｂ‐4 貧困解消 ×？ 本格的取り組みなし
ケースＣ：
人口増加政策
Ｃ‐1 死亡率低下 × 高齢化による増加は自明
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